
２学期のまとめです 
今年も残すところ１か月となりました。暦の上で

はとうに冬入りしていますが、昼間は上着なしで過

ごせるぐらいの小春日和の陽気です。ただ、朝晩は

冬の寒さを肌で感じます。季節の変わり目は、一日

の寒暖差が大きくなります。また、空気が乾燥して

くると風邪やインフルエンザなどの流

行も気がかりです。体調などを崩され

ないよう十分にお気をつけください。 

さて、幼稚園では 2 学期のまとめの

時期に入ります。子どもたちと一緒にこれまでの遊

びや生活を丁寧に振り返りながら、良かった点や反

省点などを整理し、３学期へつなげていけたらと思

っています。「えがお」いっぱい、「げんき」いっぱい、

「あいさつ」いっぱいの心豊かな「すてきさん」つく

りに向けて、今後も職員で力を合わせてまいります。

引き続き、皆さまのご支援とご協力をお願いします。 

開成幼稚園の保育公開 

先週 11月 25日（月）～29日（金）までの一

週間を「幼稚園見学ウィーク」として位置づけ、他

の幼稚園や小・中学校の先生方に開成幼稚園を見学

していただきました。また、１１月２６日（火）に

は、年長・ばら組の

保育の様子を他園や

他校の先生に向けて

公開しました。（左写

真）この期間中、30

人を超える先生方が

来園され、子どもた

ちの遊びの様子や先生の支援の様子などを熱心に参

観されました。「季節のものや工作に必要な材料や

道具が整理されて置いてあり、自然と遊びが生ま

れ、仲間が集まり、遊びが広がる印象を受けまし

た。子どもどうしの『かして』」『いいよ』のやりと

りや先生の『どこでやりたいの』などの声かけか

ら、子どもの自主性を大切にされていると感じまし

た。」このように、参観された先生方から肯定的な

ご意見をたくさんいただきました。 

今年度、開成幼稚園では「幼児が共に育ち合うた

めの環境構成や援助の工夫を考える」を研究主題と

して、毎日実践を積み重ねてきています。また、幼

児教育に詳しい國學院大學・中野圭祐先生から、子

ども主体の保育等について具体的にご指導をいただ

いてきています。共に育ち合う姿とはどのような姿

なのか、子どもたちが主体的に生活を進め夢中にな

って遊ぶためにはどのような環境構成や援助が必要

なのかなど、常に子どもたちを真ん中に置いて、保

育の充実・向上を目指して引き続き取り組んでまい

ります。 

まっちゃんと遊ぼう！ 
つながりあそび・うた研究所の“まっちゃん”こ

と町田浩志先生を講師にお迎えして、１１月 14日

（木）年長・年少親子の触れ合い遊びを楽しみまし

た。まっちゃんが開成幼稚園に関わってから 2０年

以上になります。当時園児だった田中教諭が、まっ

ちゃんと遊んだこと

を今でも覚えている

とのことでした。 

まっちゃんが演奏

するギタ―と優しい

歌声に合わせて親子

で身体を動かした

り、数名ずつのグループに分かれて自己紹介をし合

ったり、大きな円になってグルグルと走り回ったり

など、親と子、そして保護者どうしも楽しい時間を

過ごしました。 

最後に我が子を抱っこしたお父さんやお母さん、

そして子どもたちに向けて、まっちゃんからメッセ

ージが送られました。「いっぱい子どもを抱っこし

てあげてください。年をとったら今度は子どもにだ

っこしてもらうんだよね。子育てをがんばり過ぎな

い。困ったらだれかを頼ってください。」「子どもた

ちは、ゆっくり大人になればいい。大人もたくさん

失敗して大きくなったんだよ。」心に響くメッセー

ジに思わず目頭が熱くなりました。幸せな安らぎの

時間をプレゼントしてくれたまっちゃんに感謝で

す。ありがとうございました。 

開成町立開成幼稚園 
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開成弥一芋を収穫 
年長の子どもたちが県立吉田島高校の先生に教え

ていただきながら育ててきた弥一芋を、１１月２２

日（金）ついに収穫しま

した。この日は、多くの

保護者ボランティアさん

とともに、開成町の山神

町長さんや石塚教育長さ

んも参加されました。は

じめに高校の扇野先生か

ら掘り方の説明を聞いた後、数名ずつのグループに

分かれて里芋の株を掘り起こしていきました。夏が

暑かったせいでしょうか、芋の背丈や葉っぱが昨年

よりかなり小さくて心配しましたが、どの株にも里

芋がしっかり付いていました。子どもたちも、そし

て大人も実りの秋を満喫しました。 

この日に収穫した里芋は、合わせて５４ｋｇもあ

りました。大きな親芋は来年の種芋用として大事に

とっておき、子芋は給食でおいしくいただくことに

なりました。１回めは１１月２９日の「弥一芋のそ

ぼろ煮」、２回めは、年長児の投票により決まった

「チキンチキン弥一芋」を 

１２月４日にいただきまし

た。（左写真＝チキンチキン

弥一芋を味わう年長児）弥一

芋を通して、子どもたちは味

覚の秋も満喫しました。 

ハンドメイキングを楽しむ 

ぞう組の保護者・岩橋春菜さんにお願いをして、

11月 25日（月）に「ほのぼのタイム」をツバメ

ルームで開催しました。当日は、全体で 1３名の

方々にご参加いただき、笑顔でおしゃべりをしなが

ら、編み棒などの用具を一切使わないハンドメイド

の編み物を楽しみました。 

途中から数名の子どもたちが加わってきました。

はじめは編み方に戸惑っていましたが、すぐにコツ

をつかみ自分だけのオリジナル作品を仕上げていま

した。翌日、編み方を習った一人の子は、わくわく

タイムの中で、嬉しそうに編み方を友達に教えてい

ました。 

「すごく楽しか

ったです」「ぜひ、

第２弾、第３弾と

やってほしいで

す」参加されたお

母さんからこのよ

うな感想が聞かれました。趣味を持つことは、スト

レスの解消になり心身ともにリラックスできます。

また、趣味を通じて交友関係も広がります。さら

に、家族や仲間と趣味を楽しむことでお互いの絆を

強くし、心身の健康を向上させる効果も期待できま

す。たまには、仕事や家事を忘れてのんびりと趣味

に没頭するのもよいものです。岩橋さん、貴重な機

会をありがとうございました。 
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▼
真
っ
青
な
秋
の
空
の
も
と
、 

今
日
も
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
、
園
庭
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
遊
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
中
に
十
人
以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
目
ま
ぐ
る
し
く
動
き
回
っ
て
い

る
集
団
が
あ
り
ま
す
。
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
に
興
じ
る
年
長
の
子
ど
も
た
ち
で

す
。
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は
、
ル
ー
ル
が
簡
単
で
分
か
り
や
す
く
、
ボ
ー
ル
を
投

げ
た
り
と
っ
た
り
、
当
た
ら
な
い
よ
う
に
逃
げ
回
っ
た
り
な
ど
、
面
白
さ
が

た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
集
団
遊
び
で
す
。
小
学
生
に
も
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま

す
。
今
、
年
長
の
子
ど
も
た
ち
は
、
毎
日
の
よ
う
に
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
▼
ゲ
ー
ム
や
試
合
に
は
、
勝
ち
負
け
が
付
き
も
の
で
す
。
誰

で
も
、
勝
て
ば
嬉
し
い
し
、
負
け
れ
ば
悔
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
負
け

た
と
き
、
人
は
様
々
な
行
動
を
と
り
ま
す
。
不
甲
斐
な
さ
に
涙
を
流
す
人
、

も
う
や
る
も
の
か
と
そ
の
場
を
立
ち
去
る
人
、
悔
し
さ
を
相
手
に
ぶ
つ
け
る

人
な
ど
、
行
き
場
の
な
い
感
情
に
振
り
回
さ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ぐ
っ
と

こ
ら
え
て
再
起
を
心
に
決
め
る
こ
と
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
▼
あ
る
小
学
校
の

授
業
を
参
観
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
こ
の
日
の
目
標
は
、
子
ど
も
た
ち
が

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
（
社
会
技
能
）
を
磨
く
と
い
う
も
の
で
し
た
。
ゲ
ー
ム

を
し
て
負
け
た
と
き
に
「
ま
ぁ
、
い
い
か
」
と
い
う
言
葉
を
つ
ぶ
や
く
こ
と

で
、
そ
の
事
実
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
負
け
た
子
の
気
持
ち

に
な
っ
て
、
私
も
試
し
に
つ
ぶ
や
い
て
み
ま
し
た
。
「
ま
ぁ
、
い
い
か
、
次

が
ん
ば
れ
ば
」
実
体
験
で
は
な
い
も
の
の
、
気
持
ち
が
ス
ー
ッ
と
楽
に
な
り

ま
し
た
。
「
ま
ぁ
、
い
い
か
」
は
悔
し
さ
や
怒
り
の
気
持
ち
を
抑
え
る
魔
法

の
言
葉
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
▼
怒
り
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
技

法
の
一
つ
に
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
深
呼
吸

を
す
る
、
一
時
的
に
そ
の
場
を
離
れ
る
、
音
楽
を
聴
い
た
り
運
動
を
し
た
り

し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
な
ど
、
そ
の
方
法
は
様
々
で
す
。
特
に
自
分
に
余

裕
の
無
い
と
き
ほ
ど
、
人
は
感
情
が
高
ぶ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。
安
定

し
た
社
会
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
一
時
的
な
感
情
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な

く
気
持
ち
を
上
手
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
さ
て
、
あ
な

た
に
と
っ
て
、
心
の
安
ら
ぎ
を
招
く
魔
法
の
言
葉
は
何
で
す
か
。 


